
放棄茶園の復興と販路拡大
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背景

まとめ・展望

結果

みどり戦略との関連性
放棄茶園の復興を通じて、地域の未利用資源を活用し、多様な人が住み続けられる持続可能な農村の基盤整備を目指す。また、
ストーリー性のある高付加価値な農作物の生産・販売を展開する事を目指して活動している。

農林水産省の調査によると、令和元年から6年にかけて全国の茶栽培面積は減少している(図1) 。
茶農家の高齢化や茶業で生計を立てる事の難しさから後継者が減少し、放棄茶園が増加している。
現地住民からは、放棄茶園の拡大により農地の減少や景観の悪化、野生生物の住みかが人里近く
に移動しているとの声も挙がっている。
これらは、地域の生活環境や農業の持続性に影響を及ぼしていると考えられる。
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図1 令和元年から6年における減少した茶栽培面積単位(ha)

目的
放棄茶園を復興し、農地の再生と野生生物被害の軽減を通じて、持続可能な地域環境の実現を目指す。
さらに、茶農家が安定して生計を立てられるようにする為、販路の確保や付加価値の向上に取り組む。
茶農家が安定した収入を得られるようにすることで、茶畑を放棄するという問題を解決することにも繋げる。

取り組み内容(放棄茶園の復興＆六次産業への挑戦)

☆放棄茶園の復興
7年間、人の手が入らなかった放棄茶園を再びお茶摘みが出来るようにする為に通路を確保し、整園化を行った。
野生生物が定着しないように茶園と周囲の森林との境界部分のチャノキを伐採し、明確に区分した。

☆六次産業への挑戦
付加価値の向上のため、生産・加工・販売を通しで行った。
学生主体で新しい発想を取り入れ、地域資源を活かした加工や販売方法に挑戦した。

☆放棄茶園の復興
☆六次産業への挑戦

図2 放棄茶園(復興前) 図3 放棄茶園(復興後) 図4 放棄茶園通路完成

整備前(図2)は人の背丈の約2倍ほどあったチャノキを伐採した
ことで、腰ほどの高さにまで低くなった(図3)。
また、茶園と周囲の森林との境界を明確にし、通路を整備する
ことで、作業や移動がしやすい環境を作れた(図4)。

図6 弊サークルで行った六次産業の図

生産：高齢化で管理が難しくなった茶園で、春整枝から収穫、
草むしりなど茶園管理を行った。

加工：若者向けに手に取ってもらいやすいパッケージの作成や
品質向上のための仕上げ作業を行った。

販売：オリジナルブレンドティーや「お茶×ポップコーン」
など、お茶を活かした新商品を開発・販売した。

生産から販売までを一貫して行うことで、消費者と生産現場の
つながりを深める事ができ、お茶の新たな可能性を広げられた。

来年度は整備範囲を広げ、より多くの放棄茶園を再生していく予定である。２回目の茶摘みではチャノキの成長に伴い収量の増加
が期待されるため、在来種特有の香りを最大限に活かした製茶に挑戦したい。
六次産業への挑戦によって、生産者の思いや消費者に届くまでの過程を正確に共有できるようになり、現場の声をより効果的に
届けられるようになった。特にオリジナルドリンクは若年層を中心に好評であり、お茶の新たな可能性を創出する取組となった。
また、在来茶を使った新商品の開発や、地元イベント・オンラインでの販売展開を進め、
地域全体でお茶の価値を高める循環づくりを目指す。
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図5 茶摘みの様子

伐採後、初めての茶摘みを実施した(図5)。
伐採直後の春は収量が十分に確保できず、
少量の摘採にとどまったが、
香りが豊かと評判の在来種の特徴はしっかり
と残っており、付加価値の高い在来茶の生産
につながる可能性が感じられた。
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